
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ、これからも行財政改革に取り組むのですか？ 

 
    

 都市の健全経営 

【姫路市総合計画】 

「生きがいと魅力ある 住みよい 

都市 姫路」の実現に向けた 

都市機能の充実 

 

 都市の成長 

「成長と健全経営の好循環」 

▸ 最適な公共サービスが 
展開される 
▸ 社会情勢の変化に適切 
に対応できる 
▸ 多様な主体が公の領域 
で活動する 

(1) 改革のテーマ (2) 推進方策 

    １ 改革の背景 

どのように改革を進めるのですか？ 

姫路市行財政改革プラン２０１９〔概要〕 

【計画期間：平成 27年度～平成 31年度（5年間）】 

    (3) 進行管理 

▸ 社会経済情勢の変化への対応 

人口減少・少子高齢社会の進行、新たな仕組みや制度改正への対応 

▸ 本市の課題 

都市機能の充実を支える健全財政の維持、公共施設の老朽化対策と最適配置の推進、職員のさらなる能力発揮と職種別の定員適正化、「姫路市まちづくりと自治の条例」の視点からの市民共治の推進、 

民の知恵の活用、事業を評価する仕組みの構築 

▸  Ｒ-ＰＤＳＡサイクル 

・計画（PLAN）、実行（DO）、 

考察（STUDY）及び改善（ACTION）の 

各段階において現状把握・分析（RESEARCH） 

を重視 

・「Ａ(改善)」における見直しを「Ｐ(計画)」に反 

映させることにより「改革の質」を向上 

(4) 目標 

「
改
革
の
質
」  

の
向
上 

 

 

 

 

Ｐ Ｄ  

Ｓ 

Ａ 

 Ｒ 

２ 改革の体系 

▸  定員の適正化に関する数値目標  
 H32.4.1 

総職員数 3,767人 

 

行政職 2,343人 

技能労務職 574人 

消防職 565人 

教育職 285人 

 

▸  戦略ごとの目標 

戦略ごとに目標を設定 

▸  財政運営に関する数値目標  
 H31年度決算 

実質赤字比率 黒字 

連結実質赤字比率 黒字 

実質公債費比率 9.9％以下 

将来負担比率 70.0％以下 

 

▸ 経営資源の最適活用により、健全財政を維持 
 

基本方針 1 経営資源の最適活用〔続ける改革〕 

戦略 1  公共サービスの点検と見直し 

戦略 2  公共施設のマネジメント 

戦略 3  財源の開拓と確保 

 

▸ 行政課題への対応力を高め、市役所の機能を強化 
 

基本方針 2 行政課題への対応力向上〔変わる改革〕 

戦略 4  職員育成とさらなる志気高揚の推進 

戦略 5  新たな制度等に対応できる仕組みの構築 

 

▸ 協働・共感による市政運営を目指して、官民連携を推進 
 

基本方針 3 協働・共感による市政運営〔つなぐ改革〕 

戦略 6  市民との共感に基づく連携の推進 

戦略 7  民の知恵と活力を活用した公共サービスの展開 

 

新たな課題に対応し、 

さらなる最適化を図る 



広告事業等による財源の確保

ふるさと納税の活用促進

市民満足度調査の結果の向上重
点

自
律

情報システム再構築

固定資産台帳の整備

広域行政の推進

子ども・子育て支援事業計画の推進

電力自由化に対応した電力入札の推進

28

自
律

提案型アウトソーシングの実施

ＰＦＩ等事業手法の導入検討

外郭団体の活用と健全経営の推進

34

35

事例研究によるＰＦＩ手法を用いた施設整備の実施

市政情報の発信と市民意見の収集

多様な主体との連携29 「姫路市市民活動・協働推進事業計画」の見直しと
推進

マイナンバー制度を活用したサービスの実施

まちづくりと自治の条例の啓発

地域防災力の強化

協働による介護予防や生活支援の充実

アウトソーシングの推進

30

25

15

16

リスク管理の推進

19

20

21

職員配置の適正化18

給与等の見直し

法務体制の充実

17 能力・実績に基づく人事管理

課題対応力を持った職員の育成

職員が安心して働くことができる職場づくり

成
長
と
健
全
経
営
の
好
循
環

姫路市総合計画2020

「生きがいと魅力ある
住みよい都市 姫路」の
実現に向けた都市機能の
充実

31
基本方針3

重
点

戦略7

32

市民との共感に基づく連携の
推進

戦略6姫路市行財政改革プラン2019

▸　経営資源の最適活用により、健全
 財政を維持

▸　行政課題への対応力を高め、市役
 所の機能を強化

▸　協働・共感による市政運営を目指
 して、官民連携を推進 民の知恵と活力を活用した公

共サービスの展開

協働・共感による市政運営
〔つなぐ改革〕

33

戦略3

財源の開拓と確保

戦略4

職員育成とさらなる志気高揚
の推進

13

重
点

9

基本方針1

経営資源の最適活用
〔続ける改革〕

重
点

基本方針2

行政課題への対応力向上
〔変わる改革〕

重
点

7

テーマ 三つの基本方針

戦略1

公共サービスの点検と見直し

自
律 6

実行計画

施設点検の充実による予防保全への転換

事務事業の見直し

予算編成手法の工夫

特別会計の健全経営

2

3

4

5

重
点

契約制度の改善

戦略ごとの目標

戦略5

新たな制度等に対応できる仕
組みの構築

七つの戦略

自
律

自
律

重
点

戦略2

公共施設のマネジメント

公共施設に関する方針の策定と推進

10

11

12

事務事業の見直し

インセンティブ予算制度の活用

1

市税等収入率の向上

施設評価の実施

新たな人事評価制度の構築

未利用公有財産等の処分及び貸付による有効活用

8

受益者負担の適正化

未利用公有財産等の活用・処分

姫路市行財政改革プラン２０１９　体系図

                            ※　重点（重点推進項目）： 全庁的な視点から重点的に進行管理を行う項目

                            ※　自律（自律推進項目）： 所管局が高い志気を持って自律的に取り組む項目

国・県支出金の活用

情報システムの最適化

新地方公会計への対応

財政運営に関する数値目標〔平成31年度決算〕定員の適正化に関する数値目標〔平成32年4月1日〕

　総職員数：3,767人、行政職：2,343人、技能労務職：574人、消防職：565人、教育職：285人 　実質赤字比率：黒字、連結実質赤字比率：黒字、実質公債費比率：9.9％以下、将来負担比率：70.0％以下

重点目標

公営企業の健全経営

公共工事の品質向上

22

23

24

26

27

14

公共施設等総合管理計画の策定と推進

市税、国民健康保険料、介護保険料、保育料、市営
住宅使用料の現年収入率の向上

使用料等の見直し

新たな人材育成基本方針の策定と推進

長時間勤務者数の削減

  都市の成長 

  都市の健全経営 

▸ 最適な公共サービス 

 が展開される 

▸ 社会情勢の変化に適 

 切に対応できる 

▸ 多様な主体が公の領 

 域で活動する 

新たな課題に

対応し、さら 

なる最適化を 

図る 


